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カキヘルペスウイルス１型変異株(OsHV1llvar）について
北海道大学大学院水産科学研究院笠井久会・吉水守

カキヘルペスウイルス１型変異株（OsHV-lUvar）

は養殖場におけるマガキ（Ｑ魁IssOstr℃agigzIs）幼生

および幼若カキの大量死への関与が示唆されるウイ

ルスである')。従来より、海産二枚貝にカキヘルペ

スウイルスが感染しているという報告はあったが、

カキの死亡との関係が指摘されたのは1991年以降で

ある。フランスにおいて1991年から毎年夏にマガキ

の幼生および幼若カキの異常死が起こり、幼生の場

合はふ化してから４－５日経過後に摂餌不良、異常

遊泳が見られ、６日後から死亡しはじめ８－１２日で

全個体が死亡した。幼若カキの場合は、３－１２ケ月

今のマガキに８０－９０％もの大量死が見られたが、

事前に何らかの兆候が認められなかったと報告され

ている。これらの試料からＰＣＲでウイルスゲノムの

一部を増幅し、塩基配列を決定したところ、カキヘ

ルペスウイルスｌ型(OsHV-l)基準株と比較し28kbp

の欠損を含む変異が認められ、OsHV-lvarとして区

別されることとなった2)。その後、2008年の夏にフ

ランス全土のマガキ生産地において幼若マガキおよ

び'２－１８ヶ月令のマガキに大量死が発生した。死

亡はマガキに限られ、死亡率は４０－１００％に達した。

原因究明の結果、OsHV-1の関与が示唆され、塩基配

列を詳細に比較したところOsHV-lvarと比較し共通

の変異が認められ、OsHV-1Uvarと称されるに至っ

た')。

わが国ではフランスで報告されているような大量

死は報告されていないため、日本国内に持ち込ませ

ない対策を講じることが重要である。本稿では、

OsHV-1warの関与が示唆されるマガキの大量死の

発生状況と、OsHV-1Uvarのウイルス学的`性状につ

いて紹介すると共に、OsHV-1Uvarの検出法を紹介

し、本病に対する備えとしたい。最後に、本病に対

して有効と考えられる防疫対策について紹介したい。

症状・発生状況

非常に高い死亡率が観察される一方で、外観上の

症状は乏しく、鯛のびらんが観察されるとの報告3）

に留まる。病理学的には外套膜の結合組織、鯛、唇

弁および消化管に細胞浸潤が認められるものの、炎

症性ではない。幼生の場合は、摂餌不良や異常遊泳

ののち、水槽底面に沈殿する。フランスにおける

2008年と2009年の発生例では、水温が16℃を超え

てから死亡が起こっていることから、疾病の発生と

水温には何らかの関連があると考えられている。急

激な水温の上昇は死亡率を上昇させるリスク要因と

して指摘されているｲ>o

OsHV-1Uvarの関与が示唆されるマガキの大量死

は、フランスにおいては2008年４月に発生し5)、そ

の後フランス産の種苗を介してヨーロッパ各地に広

まった。2009年から１１年にかけて、イギリス、ア

イルランド、スペイン、イタリア、ポルトガルおよ

びオランダにおいて大量死およびOsHV-1uvarの検

出が報告されている4>･感染拡大は南半球に及び、

2010年３月にニュージーランド、同年１１月にオー

ストラリアで発生した。ヨーロッパでは幼生および

幼若カキに大量死が起こるのに対し、オーストラリ

アではそれらに加え１８カ月令以降のマガキにも大量

死をもたらした6)。国際獣疫事務局（theWorld

OrganisationfOrAnimalHealthPlE）への疾病発生

に関する最新の届け出によれば、２０１２年７月３１日

にイギリスのエセックス州でマガキ幼生に６０－８０％

の大量死が起こり、マーケットサイズのカキも１０％

死亡した。

わが国では、２０１１年に国内４県から採取されたマ

ガキ150個体および2007年に国内５県から採取され

た合計350個体を対象にOsHV-lの保有状況調査が

行われた。その結果、２０１１年の３県および2007年

の５県の試料に陽性の個体が含まれ、高水温期に検

５
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出率が高い傾向にあった。しかしながら、ウイルス

の塩基配列は既報のOsHV-1あるいはOsHV-1Uvar

と完全に－致せず、フランスの発生例のようなマガ

キの大量死も報告されていない（平成24年度日本魚

病学会春季大会にて鴫原らより口頭発表)。従って、

わが国のマガキはOsHVlに感染している例はある

ものの、OsHV-1uvarは国内未侵入であると考えら

れる。

あるいは突然変異により感染能力を獲得したと考え

られている2)。今後、より多くの種類の貝類を調査

対象に加えることで、宿主範囲の拡大が示される可

能性がある。一方、OsHV-1Uvarは現在のところマ

ガキのみが宿主とされているが、外観上健康なホタ

テおよびイガイMyZiAJseduhSからもＤＮＡが検出さ

れている4>･人為感染試験等で、体内でのウイルス

の増殖を確認することで、宿主か否かの確認を行う

必要がある。

病原体

診断法
ＯｓＨＶ－１はhezPesVjrz】七ｓ目』`bMamheIpesviridZ2e

科ＯＳ舵avimS属に属し、207Kbpの２本鎖ＤＮＡを

持ち7)、ヌクレオカプシッドがエンベロープに包まれ

た直径110-130,ｍのほぼ球形のウイルスである8)。

国際ウイルス分類委員会（ICTV）の2011年版のリス

トによれば､hemesvZmjes目には､heIpeSvmdae科、

AZbhapesvmUae科ならびにMZRjacoheJpesvnhTblae

科が含まれる。前二者は脊椎動物を宿主とし、

MEnbcnhemesvirﾗkiae科は軟体動物を宿主とする。ウ

イルスの培養には生きた細胞が必要であり、フラス

コ内で培養するためには株化細胞が必要である。脊

椎動物では魚類を含め多くの株化細胞が樹立されて

いるが、軟体動物や甲殻類では株化に成功していな

い。そのため、ウイルス粒子を大量に得ようとする

場合には、感受性を有する生きた個体に人為感染さ

せる必要がある。

OsHV-1の感染に特徴的な外観症状が報告されてお

らず、現在は高い死亡率および死亡個体からのウイ

ルス検出を指標に診断されている。培養が可能な株

化細胞が樹立されていないことから、電子顕微鏡に

よる観察や特異遺伝子の検出が用いられる。特異遺

伝子検出のためのＰＣＲ法、ｑPCR法および｣hsjru

hybJ1iUizZIZjm法が確立されているが、変異の有無を

確認するには塩基配列を決定する必要がある。方法

の詳細はOsHV-1LIvarの発見')に関する報告を参照

されたい。

防疫対策

魚類の場合は、病気が発生した養魚場や近隣の養

魚場の魚の移動制限、殺処分、殺処分場や加工場か

らの排水の消毒が有効であるとされている'１)。これ

は、病気が他のエリアに広まらないようにするため

の対策であり、OsHV-lUvarのようにわが国に未侵

入と考えられている病原体に対しては、病原体の侵

入を水際で食い止めるべきである。もし種苗を移入

する場合は、病原体フリーの国あるいは地域からに

限定し、さらに検査で病原体フリーであることが証

明されていることが望ましい。マガキの場合は、食

用として外国から輸入される例もあることから、梱

包機材および同封の海水の処理等にも注意を払う必

要がある。

一般にエンペロープを有するウイルスは安定`性が

低く、サケ科魚類やコイのへルペスウイルスの場合

感受性を有する貝類

ＯｓＨＶ－１は、マガキのほか、ヨーロッパヒラガキ

ＯＳ舵aeduZjS9)、ホタテ鹿ctgnmaxmmSI0)、アサリ

Rudji2pespM1mpmarUm2)への感染が報告されてい

る。これら貝類についても、死亡した幼生から検出

されていることから、関与が疑われる状況にある。

一般に脊椎動物のへルペスウイルスは宿主特異性が

高いことが知られているが、OsHV-1は宿主範囲が広

い。その原因として、種類の異なる貝類が大量に閉

鎖環境下におかれるなどでウイルスに曝される機会

が増え､OsHV-1が他の貝類に感染する機会を得たか、

６
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は河川水中において１週間程度（10℃以上）で失活

する12.13)。ウイルスの安定性と温度には密接な関係

があり、低温の方が安定し、６０℃以上であれば速や

かに失活すると考える。数ｍｇ/Ｌ程度の有効塩素濃

度で十分不活化できると考えるが、有機物が大量に

含まれる場合は効力が落ちるため、より大量の次亜

塩素酸塩を要する'4>･紫外線に関しては、ヘルペス

ウイルスは他のウイルスと比較し紫外線に弱いグ

ループに属すため'5)、紫外線による飼育用水の殺菌

が可能と考える。魚類の場合は、卵の消毒、施設の

衛生管理、飼育用水の殺菌、親魚の検査、稚仔魚の

検査、飼育水温の調節などの防疫手段が講じられて

いる'6)。また、飼育排水の殺菌、天然物の利用、耐

病系の選抜などについても研究が進められている。

著者らはマガキ腸内細菌の中から抗ヘルペスウイル

ス活性を有する細菌を見出している。これらをプロ

バイオティクスとして餌料生物とともにマガキに給

餌することも防疫の一助と考える（平成24年度日本

魚病学会秋季大会にて笠井らより口頭発表)。これら

の防疫対策は、マガキの生産に対しても有効と考え

られ、病気の発生如何に関わらず上述の対策を行う

ことを強く勧めたい。最後に、平成23年２月に農林

水産省消費・安全局から都道府県水産主務課長宛に

出された「カキヘルペスウイルス（OsHV-l）変異株

に関する注意喚起について」を転記する。

(3)通常の死亡率を短期間で上回るような大量死が

あった場合は､.ただちに都道府県の水産担当部

署に連絡をするとともに、診断結果が出るまで

は、他の水域へのカキの移動を自粛すること。

(4)養殖場への病原ウイルスの侵入防止のため、輸

入カキの養殖で使用した機材、輸入カキの梱包

機材の使い回しや、他の養殖場で使用した機材

の使い回しをしない等の衛生管理を徹底するこ

と。

２監視体制の強化

（１）都道府県はカキ養殖業者からカキの大量死の連

絡があった場合は、消費・安全局畜水産安全管

理課水産安全室へ連絡するとともに、独立行政

法人水産総合研究センター養殖研究所へ診断を

依頼すること。

(2)前述（１）の検査の結果、カキヘルペスウイルス

の変異株（OsHV-1Uvar）が確認された場合は、

関係者に対し活カキ及び養殖用機材の、他の水

域への移動の自粛を指導すること。

また､関係県､関係者に対して発生情報を周知し、

まん延の防止に努めるとともに、管轄内での養

殖場を再点検すること。
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